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1. 研究の目的

間隙水圧は地すべりの摩擦力を低下させ

る要因のひとつであり，地下水位の測定は

地すべりの主要調査項目となっている。複

雑な水理地質構造をもつ地すべりブロック

のような自然斜面では，地下水流動は均一

でなく深度によって水頭が異なる。すべり

面に作用する間隙水圧を把握するために，

埋設形間隙水圧計や部分ストレーナ式観測

井を使用する必要があるが，実際にはオー

ルストレーナ式観測井を設置することが多

い。水頭が異なる帯水層を貫通するオール

ストレーナ式観測井の孔内水位は，層間の

水移動が平衡する水位であり，降雨時には

浅層から多量の水が流入することがあるの

で，その意味が不明確であると言わざるを

得ない。1本の孔で多深度の測定を行う方

法は遮水性の懸念が指摘されており，市販

のシステムは複雑・高価である。一方，検

層を行うためには管壁開孔率が大きい事が

望ましい。比較的浅い地すべり斜面におけ

る地下水流動の実態解明のために，深度毎

に区間遮断した水頭等の各種測定と，全深

度を対象とした検層にも使用できる簡易な

構造の観測孔の現地試験を行った。

2. 試験方法

1)試験孔の構造

保孔管はVP50塩ビ管を使用し，単位試験

区間長を1ｍとして，開孔部0.85ｍ，無孔

部0.15ｍの割合にした。電熱式温度検層，

地下水検層，自然電位検層等の検層を行う

ために開孔率は5％とした。図1に示すよう

に管外側に巻いた吸水膨張性樹脂によって

孔壁との間に遮断層を形成する無孔部が地

表から深度（0.5＋ｎ）ｍになるようにボ

ーリングに挿入設置した。試験用ゾンデの

パッカーを無孔部の位置に合わせて挿入し

て展張させることによって，保孔管内外で

遮断区間を設けることができる。開孔部の

外側と孔壁との間は空洞になっている。

2)ゾンデ

ゾンデは遮断用ゴムパッカーと送気用チ

ューブ，圧力センサー（350kPa），採水用

チューブから構成される。パッカーは水圧

センサの上側3段，下側2段に配置して遮断

効果を高めた。
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図2 試験位置図
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3)孔内流量測定

帯水層間の水頭差

によって生じる孔内

流動量を測定するた

めに，無孔部で水流

を超小型プロペラ式

流量計に集中させて

流し，最小流量を約0.

1L/min（ 50㎜管では

流速1㎜/s）と従来法

より 10倍高めた孔内

流量計を開発した。

4)現地試験

試験地は三波川結

晶片岩地帯に属する静岡県西部の地すべり

地（幅約160ｍ，長さ約500ｍ，標高差約15

0ｍ，図2）である。深度15ｍの試験孔は地

すべり頭部に近いために孔内水位はGL-10

ｍ前後と低い。2005年に掘削された際にコ

ア採取，簡易揚水試験が行われている。深

度別測定を2005年11月から2006年3月に実

施するとともに，孔内水位以下で電熱式温

度検層を行った。

3. 試験結果と考察

無降雨期の11月と2月の降雨直後の水頭

分布を柱状図等とともに図3に示す。孔内

水位以下では，深いほど水頭が低下してい

ることは透水性が大きい層や推定水みちの

影響を示している。孔内水位以上で正水圧

が発生していることが注目される。深度10

ｍ付近にある粘土薄層が関係していると考

えられ，孔内に流動水が生じている。

3月22-23日の降雨前後の測定結果を図4

に示す。降雨23.6㎜の前後で孔内水位は±

1㎝しか変化しなかった。深度10ｍ付近に

は約9kPaの正水圧がかかっており，孔内流

量とともに降雨後に増大した。深度14ｍの

水圧は遅れて14時の測定で最大になった。

孔内水位以浅でも間隙水圧が増大するこ

とは，浅い二次すべりの原因となりうるが，

孔内水位のみに注目していては見逃す恐れ

がある。簡易な区間遮断構造の孔によって

斜面の地下水ポテンシャルの実態を捉える

ことができたが，各種試験への応用，遮断

構造の改良などを進めたい。

図3 深度別水頭と電熱式温度検層結果，柱状図との比較
Results of measurement and temperature logging

図4 降雨前後の測定結果
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